
⼩⼭市中央⽣涯学習センターの
運営の「これから」

〜【時間】と【協働による社会サービス】に着⽬して〜

いまココ 2023年4⽉ 5年後 10年後

宇都宮⼤学 地域デザイン科学部 ⽯井⼤⼀朗
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台湾・ニュージーランド神奈川 福島栃⽊
専⾨：市⺠参加、地域⾃治

⾃⼰紹介
主な教育・研究のフィールド：

実務：⽣涯学習・市⺠活動センターの運営15年

横浜市協働推進センター

⻄区市⺠活動センター（⽣涯学習と市⺠活動）

問い
２. 指定管理か行政直営か、あるいはそれ以外の方法は？

１.中央にある行政施設（生涯学習センター）の役割とは何？

３. 市民と行政の協働で生じる課題とその処方箋は？
４. ・・・

５. ２歩先の10年後にはどのような姿があるの？

１. 中央にある⾏政施設（⽣涯学習センター）の役割とは何か

⑴専⾨性、広域性
⑵⾏政職員のスキルアップ
⑶他拠点の相談・⽀援
⑷資源（もの・⼈・⾦・情報・つながり）のつなぎ
⑸アドボガシー（現場視点でよりよい政策・制度を実現する運動）

みなさんはどんな⼒
を発揮してほしいと
思いますか。



●⾏政の強み ●市⺠団体・⺠間の強み
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２. 指定管理か⾏政直営化、あるいはそれ以外の⽅法か

行政
直営

市民
直営

セーフィティネット
（⽣活保護、年⾦・・）
警察、社会基盤整備、防衛

スーパーマーケット
バス・鉄道
カフェ・・・
通学の⾒守り
ゴミステーション

指定管理事業
⾏政直営
運営委員会⽅式

協働契約に基
づく事業委託

⾏政職員と市⺠が共に育つ5年間とする。
→本気の協働が必須

協働には原則がある
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原則１：対等の原則
どちらかが下請けになってはならない。対等は新しい成果を生む。

原則２： 相互理解の原則
互いの長所、短所や立場を理解しあうことで力を活かし合うことができる。

原則３：目的共有・相互評価の原則
協働して取り組む意義や目的を、都度確かめる。一緒に振り返りもする。

原則４：自主性・自立化の原則
それぞれの主体の自主性が大切である。また相互依存とならぬようにする。

原則５：公開の原則
一部の人たちの特別な活動にしてはならない。情報を広く公開する。
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「官による公」と「⺠による公」の関係

©⽇本NPOセンター



検証して分かった協働を進める上の課題
1  ⾏政内部の連携の促進
2  双⽅の組織特性についての理解
3 事業⽬的や受益者、事業評価等の考え⽅

の相違の解消
4 受益者満⾜の測定
5 協働事業のプロセスの公開・発信
6 協働の相⼿⽅のマッチング
7 地域、関係機関との連携コーディネート
8 事業終了後の将来展望

これらを両者が
共有することが
不可⽋。

9

３. 市⺠と⾏政の協働で⽣じる課題と処⽅箋はあるのか

©横浜市協働検証委員会まとめ
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⼩⼭市⽣涯学習センターを協働型で
進める⽅法（⽯井のつぶやき）

現⾏の指定管理制度で、
p４に挙げた役割を果た
せる事業者がいないので
あれば、⼀旦、⽅法を改
めた⽅がよい。

というか、現在の「⽣涯
学習センター条例」は貸
し館でよいことになって
いる。。ガーン。

貸し館・建物管理は⺠
間に委託。事業企画・
実施は、市⺠の⼒を⽣
かしつつ、市が責任。

5年くらいは、⾏政と市⺠
が共に⽬標を実現できる
協働型がよいのではない
か。

（5年の間に）p4の役
割を担うことのできる
NPO等を組織化し、事
業委託。

【協働契約】

協働を進めるツール 【協働チェックシート】
事業開始前、実施中、
終了時

私がWGメンバーとして作成しました。



【協働に関する
相互検証】

５. ２歩先の10年後にはどのような姿があるの？

⽣涯学習

新しい⼩⼭型⽣涯学習を理解した、メンバーが集まった団体が誕⽣し、⾏政と協働
運営ができている。

ビジョン
⽣涯学習を基盤とし、福祉・地域振興・移住定住など暮らしに関する多様な分野の
連帯ができている。

市⺠活動

⾃治公
⺠館

コミュニ
ティカフェ

⾼齢者
サロン

親⼦
サロン 就労継続⽀援

作業所
フリー
スクール

シンポジウム
研修事業

融
合

モデル事業相談・⽀援

⼩中学校

政策形成の場
づくり


